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し口 pB の心ま八 


リモコン 


画面表示ボタン [I 词 
電源ボタン [P 司 


赤ボタン 
青ボタン 


1 


テレビ/ラジオ/データポタン 

メニューボタン疗] 

番組表ボタン g! 同 
ミ夫定ボタン[一一 
べんりボタン [ 

CS デジタルボタン盾5 
已5デジタルボタン gg 

チャンネルボタン[^ 


かんたん選局ボタン[1^^1 
チャンネル番号入カボタン g 司 
ワイド切換ボタン[1^盾1 
映像モードボタン [1?^ 


電源 


べん0 




スイ-^ル 


〇 因ををで言声が巧入刀な!巧 

〇 〇 〇 

青 赤 緑 黄 

CD CD CD CD 

テレビ/ラジオ/デ-夕ま組表ま組説巧。翻トタ 

CD CD 〇 〇 

〇公〇 
〇の〇 

PC 

口 

BS CS 地上デジタル地上アナ□グ I 

ロロ ロロ 

NHK 1 NHK 2 NHK h _ 

の®® 

| BS 曰テレ BS 朝日 BS-i 

(^ © ® 

BSJ BS フジ W 0 W 0 W 

(u (u (v 

スターチヤンネル 枝番人力 

曲。® @ 


© 

チヤンネル I 

© 


曰呈 


かんたん選局 CH 番号入力 CH リタ-ン消音 

CO C 〇 ( __ ) 

ワイド切換映像モードオフタイマー 



る]音声切換ボタン 
Ugl 入力切換ボタン 
P ミ可緑ボタン 
[3^ 引黄ボタン 

連動データボタン 
[1511番組説明ボタン 
〇^^戻るボタン 
力ーソル 

スイーベルボタン 
P 可 PC ボタン 

] 地上アナ□グボタン 
] 地上デジタルボタン 

チヤンネルアップ/ 
ダウンボタン 

[ P を]音量ボタン 
枝番入カボタン 

Qg 消音ボタン 
[3?^']チャンネルリターンボタン 
オフタイマーボタン 


メモ： ） 

参照ぺージマークについて 

マークは、取扱説明書（本書）の参照ページを表して 
います。 
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本体前面 


[§さ1スタンバイ 
受像ランプ 

回線使用中（緑） 

録画（ホ)/予約（桓） 
スタンバイ怖)受像（緑） 
パワーセーブ（桓） 


[P 弓!リモコン受信窓 


ま電源ボタン 
( 本体側面） 


スピーカー 



•ぉ材 a 

録画/予約ランプについて 

•本機の「回線使用中」のランプび点なしている場合は、電話機をご使用にならないでください。 

本機からの通信び正しくでをないことびあります。 

•予約び実行されると録画/予約ランプび程色に点なします。 

ただし、録画予約実行中は赤色に点なします。 

操作げでをなくなつた場合は 

本体のを電源ボタンで電源を「切」にし、スタンバイ/受像ランプび消なしてから再度主電源ボタンを押してください。 


テレビを設置ずる 
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将来発売予定の機器との接続 

テレビ関連機器の中には、現在開発中で数年後に 
実巧化されると思われる機器びいくつかあり、シ 
ステムアップび可能となりまず。使い方など、詳 
しくは各接続機器の取扱説明書をご覧ください。 


〇 


電源ボタン 


臣司 B-CAS 力ード挿入 □ 

カバーを取りはずし、 B - CAS カー 
ドを挿入後、カバーをかぶせます。 


[|31ビデオ3入力端子 


へッドホン端子 

別売りの5ニプラグのへッドホン 
をつなぐ端子です。 


闡旧 


デジタル音芦出力端子 
コント□—ラー端子 


ン 

夕 

ボ 

換 

切 

力 

入 

厕 


ン 

夕 

ボ 

量 

音 
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厕 
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本体後面 


_〇_^_ 


2 


U D D 


000 

000 

〇©〇 


E|w ’。 c 

00 


1 t 


ド^電源コードコネクター 




電話回線接続端子 
[ p§]LAN 端子 


[ P 牙 1 VHF / UHF 混合アンテナ端子 


巧統 (10/100) 


□ Q 


BS / CS - IF 地上デジタル 
入力 入力 


UHF/VHF 

75Q 


BS/CS 

コンバーター電源 


殿41 


#戀 




[ P 牙!地上デジタルアンテナ端子 
[ I 旬 BS / CS - IF 入力端子 


ビデオ已/コンポーネント吕 

J ， I 丄 III マ 

入力 li 冊ず 

巧司ビデオ 4 /コンポーネント 
入力 li 而千 


gg ビデオ 1 入力端子 

ビデオ吕入力端子 

PC 0 巧像入力端子哥 


SRSC0) 


は、 SRSLabs, Inc. の商標です。 


ビデオ4/コンポーネント1入力 


D 4 映像 


左一曰ドーわ 


o | V^/|o 


01た ……I /1〇 


D 4 映像 


ぶ一曰ドーわ 



S 2 映像 

映儘 

青 

ち/モノ 

舌—！ 

ち 

ビデオ1 
な 

變 

© 

© 

© 

ビデオ2 
入力 

© 

© 

© 

© 

モニタ- 

出力 

m 

© 

© 

© 


ビデオ日/コンポーネント2入力 


円白目人方 


r fOOOOO ] ^ 

〇惶槪 J 〇 


専用スタンド 
専用ケープル州よ一 
接病しないで下さい。 


〇〇 

ヴブウ - A - P 谁声 
1出力 入力 


[P を] モニター 出力端子 


PC 音芦入力端子 
[ g ち]サブウー八一出力端子 
専用スタンド端子（下面）（接続済） 
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3 
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LP 置と準備の進めかた 


重要 


本機の設置やアンテナエ事には技術と経験がお要ですので、販売店にご相談ください。 
(設置-準備費用については、お買上げの販売店にご相談ください。） 



ご自分で設置と準備をされるとさは、下記の順番で作業してください。 


VHF アンテナ UHF アンテナ 



1 

1 

付属品を確認し、リモコンに電池をいれます 

國 

2 

アンテナ線と本体を接続しまず [1 穿 

3 

電話回線、 LAN インターフェイスを接続しま 
ず國，國 

4 

お手持ちの機器を接続します 直!] 

■ ビデオ、 DVD レコーダーなどの録画機器 
■ ビデオカメラ 

■ 画面を見なびらテープ編集したいとを [35] 

■ DVD プレイヤー巧司 
■ ゲーム 機と接続[3|] 

■ デジタル音声入力端子付をオーディオ機器医司 
■ オーディオ機器 [1 国 
■ パソコン 

■ CATV ホー ムタ ー5 ナル pT] 

■ 旧コント□-ラー巨固 

5 

B-CAS 力ードを挿入します 國 

6 

電源プラグをつなざます臣结 

7 

電話回線、旧 P (プ□バイダー)、 LAN を設定 
します医！ 

8 

お住まいの地域に合わせて受信設定をしまず 

闡，閣 

9 

1 - 

ダウン□-ド設定医固、旧コント□-ラの設定 
[|置をします 


地上デジタル放送を受信ずるには 


地上デジタル放送を受信ずるには、下記の要件びずべて壁っていることび必要でず。 


1. 受信地点は、ずでに放送地域になっていまずか？ 

関東■中京■近畿の=大都市圏では、2003年] 2月から放送開始されています。その他の地域では、200日年モまでに順な、放 
送開おされる予定です。地上デジタル放送の受信エ U アのめやすは、総務省またはお近くの i 也方総合通信局にお問い合わせください。 

2. UHF アンテナは、地上デジタル放送に対応していまずか？ 

UHF アンテナには全帯域型と帯域専用型びありますので、全帯域型または地上デジタル放送対応型をご使用<ださい。 

3. UHF アンテナは、地上デジタル放送の送信培の方向に向いていまずか？ 

現在お住まいの地域で、地上デジタル放送の送信塔び地上アナ□グ放送と同じち向の場合は、そのままの向さで地上デジタル放 
送を受信でさまずび.送信塔の方向び違ラ場合は、アンテナの向さを地上デジタル放送の送信塔のち向に変更ずる必要びあります。 

4. 地上デジタル放送受信機の入力信号は、所要の信号強度びありまずか？ 


地上デジタル放送は、現在のアナログ放送との混信を避けるために、当初は非常にルさな出力で放送されますので、受信エ U ア 
び限定されます。また、受信エ U ア内であってち、地おやビル陰などによって電波びさえざられる場合や電波の伝搬状況などに 
より、視聴でをない場合びあります。 

♦ケーブルテレビまたは共聴-集合住宅施設でご視聴のちは、ケーブル事業ちまたは共聴施設管理者にお問い合わせください。 
•地上デジタル放送を受信ずるためには、最細こ「地域設定」巧官]の設定と r 巧期サーチ」の操作が必要でず。 
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IJJ モコンの取り扱い 


A ま意 

乾電池の使用上のご注意 

♦本機で指定されていない電池は使用しないでください。また、新しい電池とちい電池をミ居ぜて使用しないでくだ 
さい。電池の破裂、液をれにより、火災•けびの原因となることびありまず。 

♦電池を機器内に挿入ずる場合、極性表示プラスとマイナスの向さにを意し、機器の表おどおり正しく入れてくだ 
さい。まちびえまずと電池の破裂、あちれにより、けびや周囲を巧損ずる原因となることびありまず。 





テレビを設置ずる 


23 




















































しアンテナ線と接続する 


A ま意 

アンテナエ事には、技術と経験び必要でずので、販売店にご相談ください。 


①アンテナの種類に応じ、下図の要領で UHF / VHF ミ居合アンテナ端子に接続してください。 

③地上デジタル放送を受信するとをは、 UHF アンテナを使用します。 VHF アンテナでは受信でをません。また、現在お使いのア 
ンテナび UHF アンテナでち、調節や取り替えび必要な場合ちありますので、その際は、販売店にご相談ください。 

③ 本機の UHF / VHF 混合アンテナ端子への接続に別売りの U / V 混合器やアンテナアダプターを使用する場合は、できるだけ モニ 
ターより離して接続してください。 

④ VHF / UHF アンテナび独立のとをなど、ミ居合器の取り付けび必要な場合は、販売店にご相談ください。 

⑥ CATV ケーブルと接続するときは、伝送ち式や接続について詳しくは CATV 会社にお問い合わせください。 


VHF / UHF アンテナの接続 


VHF / UHF アンテナび混合のとき 


VHF アンテナ UHF アンテナ 



①アンテナ2分配器の RF ケーブルを UHF / VHF ミ居合ア 
ンテナ端テと地上デジタル入力端テそれぞれに接続す 
る 0 

® U / V 混含器の出力またはお部屋のアンテナ端テとアン 
テナ2分配器（付属）の IN 端子を同軸ケーブル線で接 
続する。 


BS - CS が混合のとき 側： VHF/UHF/BS 混合入力) 



①アンテナ2分配器の RF ケーブルを UHF / VHF ミ居合ア 
ンテナ端子と地上デジタル入力端子それぞれに接続す 
る。 

③ BS / UV 分波器の UV 出力とアンテナ2分配器（付属） 
の IN 端子を同軸ケーブル線で接続する。 



アンテナ線接続時のごを意 

♦アンテナ線には、巧言のみない同軸ケーブルの使用をおずずめしまず。 
(平行フィーダーを使用しますと受信状態び不安定となり、巧言電波を受 
けやずく、画面にしま模様び現れたりしまず。） 

♦やむを得ず平行フィーダーを使用ずる場合は、モニターよりでさるだけ 
離してください。 

♦室内アンテナを妨害電波を受けやずいので、お避けください。 
♦アンテナ線に巧して、電源コードや他の接続コード類をでさる限り離し 
て < ださい。 
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0 メモつ 

フェライトコア（付属）にっいて 
付属の RF ケーブルには、フェライトコ 
アを卷を付けて接続してください（虐国 
をご覧ください）。フェライトコアを巻 
を付けることにより、弱電界時での巧害 
電波を抑制でをます。 

V_ _ 





















































































F お接お（別売り）の接続 



ク^ 纖割ホ削に 差し 


j 込み、強く押し込む 


コネクター 


強く押し込む コネクター 


外被導体を巧側にする 


|リングをコネクター 
の根元で 固定ず る 

I 」ング 


はみ出た 
外被導体' 
を切る 





コアを開いた状態でアンテナ線を通し、コアを閉じます。 



きれいな映像をお楽しみいただくには、アンテナ線や各種ケーブル類の接続げ態び非常に大切です。 


>アンテナ線は同軸ケーブルに F あ接をを接続 
して使巧ずることをおずずめしまず。 

同軸ケーブル（別売り） 



F お接を（別売り） 


>別売0の BS / UV 分波器-分配器はシー 
ルドタイプの使巧をおずずめしまず。 



〇 


プラスチックタイプ 金属シールドタイプ 

(別売り） （別売り） 


CATV には、 LU 下のような地上デジタル放送の伝送方式びありまず。詳しくは、 CATV 会社にお問い合わせください。 


伝送方式 

本機の対応 

トフンスモジ ユレーシヨ ン方式 

UHF 帯の地上デジタル放送をケーブルテレビ局の電波に変換して伝送します。本機のア 
ンテナ端子に接続してち地上デジタル放送を受信でをません。 CATV のホームター=ナ 
ルと接続してください。（区！]をご覧ください） 

同一周波数/ くススルー方式 

UHF 帯の地上デジタル放送を変換しないでそのまま伝送します。本機の UHF / VHF アン 
テナ端子に接続して地上デジタル放送を受信することがでをます。 

周波数変換パススルー方式 

UHF 帯の地上デジタル放送を CATV で伝送可能な別の周波数に変換して伝送します。本 
機の UHF / VHF アンテナ端子に接続して地上デジタル放送を受信することびでをます。 


CATV ケーブルと接続ずるときの地上デジタル放送受信について 


きれいな映像を楽しむために 


こライトコアの使いかた 


テレビを設置ずる 
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しアンテナ線と接続する 


BS / CS アンテナ線の接続 


接続ずるときには安全のため、必ず本機の電源プラグをコンセントか5巧いてください。下記メッセージが表示される 
場合は、テレビの電源を切ってか5110度 CS 対応 BS デジタルアンテナを確認し、もラー度電源を入れてください。 
現まびなお5ない場 S ホ、「アンテナ電源設定」厚司を「オフ」に設定して、お買い上げの販売店にご柏談ください。 



A 注意 

アンテナエ事には、技術と経験び必要ですので、販売店にご相談ください。 


BS / CS アンテナ線の同軸 
ケーブルを F 形接栓（別売り） 
に接続ずる 

UhF, VhF, BS びミ居合されていると 
をには、 BS/UV 分波器（別売り）び 
必要です。 [H] 


F 形接栓（別売り）を BS/ 
こ CS-IF 入力端子に接続ずる 

BS/CS-IF 入力端子は、 BS コンバー 
ターからの信号を受けるための端テ 
です。また、この端子から BS コン 
バーターに DC +1已Vを供給します。 
BS アンテナ線を接続するとをには必 
ずテレビの電源を切つて < ださい。 



♦共聴受信等で視聴される（電源供給を必要としない）場合には、「アンテナの設定を変更ずる」医国をご覧になって、 
アンテナ電源の設定を必ず「オフ」にしてご使用ください。 

♦アンテナを接続ずるとさは、安全のため、必ず本機の電源プラグをコンセントから抜いてください。 

• BS / CS - IF 入力端テに F 形接をを接続ずるときは、手で緩まない程度に締めつけてください。締めつけずざると 
本機内部び破損ずる場合びありまず。 

アンテナ線の接続についてのごま意 

衛星放送を分配して他の機器で（衛星放送を）視聴する場合、分配器はおず多端モタイプの電流通過形をご使用 < ださい。 
多端モタイプ電流通過形でない場合は、アンテナに供給している機器の電源を切ると、他の機器で衛星放送び受信 
でさな< な0まず。 


•アナ□グ CS 用アンテナや従来のスカイパーフエク TV !用アンテナ （JCSAT-3、」CSAT-4 受信用）はご使用になれなせん。 
110度 CS デジタル放送を受信する場合は、110度 CS 対応 BS デジタルアンテナをご使用ください。 

•ブースターや分配器をご使用になる場合は、110度 CS 対応（周波数2,1已 OMHz 対応 li (上）であることをご確認の上、ご使用 
ください。従来の BS 用で周波数帯域び],33已 MHz のものや、 CS 対応でも対応周波数び],89已 MHz などの2,1己 OMHz 未満 
のちのをご使用になった場合、 ]] 0度 CS デジタル放送の一部ちしくはすべてのチヤンネルび受信でさない場合びあります。 

•マンションなどの共同受信システムの場合で、110度 CS デジタル放送に対応していない場合は、110度 CS デジタル放送 
を受信でをません。 

• BS アンテナを使用する場合は、 BS デジタル放送のみの受信び可能です。この場合、従来の BS アンテナのほとんどは使用 
でをますび、一部の BS アンテナでは性能の劣化や BS デジタル放送受信に必要な性能び確なされず、 BS デジタル放送を受 
信したとを、ま定した受信びでさないとをびあります。このよラなとさは、 BS アンテナ製造元のお客様窓□や、 BS アンテ 
ナを購入した販売店などにお問い合わせください。 


0 メモ) 

BS / CS アンテナ線の接続についてのお願い 

• F お接栓（別売り）をご使用ください。 

•アンテナのち向調整、設置についてはアンテナの取扱説明書をご覧いただくか、お買い上げの販売店にご相談ください。 

映りびよくないとさには 

衛星放送の電波は微弱なため、受信するにはアンテナ、チューナーなどの正確な調整び必要です。ちし、時々映像や音声び出な 
くなったりするとをは販売店にご相談ください。また、雷雨や豪雨のよラな強い雨び降ったり、雪びアンテナに付着すると電波 
び弱くなり、一時的に画面や音声び止まったり、ひどい場合にはまったく受信でをないことびあります。これは、気象を件によ 
るちので、アンテナやチューナーの故障ではありません。 

、 — 
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電話回線コンセントの種類をご確認ください 


電話器へ 


アースとの接地 




ADSL 回線を使用される 
場合の接続例 


電源ノイズに巧して通信の安定性向上させるなどのため、市販のアース線を使って、本機のアース端テと接地端テを 
接続ずることをおずずめしまず。（本アース端テは、電話通信端末機器の技術基準にをとづくをのでず。） 


アース接続についてのごを意 

本機をアース接続ずる場合は、確実に行なってください。アース線は、ガス管、水道管、避雷針、電話のアース線 
に接続しないでください。アースび不完全な場合は、感電の原因になることびありまず。 



参 ISDN 回線でご使用になる場合は、ター5ナルアダプターの取扱説明書をよくご覧になってください。ター=ナルアダプター 
の種類によっては、5まく通信でをないことびあります。詳しくは、ター5ナルアダプターの製造元にお問い合わせください。 
ADSL でご使用になる場合も、5まく通信でをないことびあります。 

• ADSL 回線で本機を利用する場合、本機はスプリッタの後段の電話回線側に接続してください。正しく接続しないと、正常に通信びでをません。 
参 ADSL 回線のスプ U ッタをかして電話回線を分配する場合は、本機付属部分のモジュラー分配器び使用でをない場合びあ0ま 
す。その場合は巿版のモジュラー分配器を使用して<ださい。 

•ケーブル電話などでは、うまく通信できないことびあります。詳しくは、ケーブル電話会社にお問い合わせください。 

•己局4なタイプの電話機の中で、 NTT 仕様に準拠していない機器は、ご使用になれません。 

参コードをはずすとさは、プラグを持ち、ツメを押しなびら抜いてください。また、プラグを差し込むとさは、「カチッ」と音 
びするまで押し込んでください。 

•公衆電話、共同電話、地域集団電話、自動車電話、携帯電話、 PHS、 船舶電話には接続でをません。 

•キャッチホン契約されている場合は、本機の通信中に電話びかかって<るとエラーび生じ通信び終了します。 

♦ファクシミリび接続されている場合は、ファクシミリの送受信中に本機び通信を行うと、ファクシミリのデータび正しく送受 
信でをない場合びあります。 

•付属のモジュラー分配器を使用して、電話機などを接続している場合、本機び通信するとを電話機から呼出音びなる場合びあ 
ります。このよ5な場合には、巿販の自動転換器をご使用になることをおすすめします。 


し雪話回線と接続する 


本機は、モジュラージャック式のジャックから電話回線に直接接続できるようになってしなす。 

ご使用の電話回線コンセントびモジュラージャック式でない場合は、変換アダプターまたは工事び必要です。 


重要 


ホームテレホンやビジネスホンをご使用の場合は、販売店か NTT 営業所、または支店に 
ご相談ください。 


テレビを設置ずる 
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し LAN インターフエースと接続する 

本機では、地上デジタル放送の新しい双方向データサービスに対応するため、インターネット網 
に常時接続環境で接続ずる LAN インターフエースを装備していまず。 

ご使用の環境に応じて、下記のように接続してください。 


ADSL ①場合り）： ADSL モデム（ルーター非内蔵タイプ）との接続 



ADSL の場合 （2) : ADSL モデム（ルーター内蔵タイプ）との接続 

(LAN 接続端子に空きびない場合） 
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ブ □ー ドバンド ルーター 




電話回線 LAN 

BS / CS-IF 地上デジタル UHF/VHF 

入力 入力 75 D 


□ n 

に.。 

で.;-。-田！ 

DC '?.' 

S # ® 



•CATV 回線 


ネットワーク端モ 
( LAN 接続端テ)へ 


ストレートタイプ 
LAN ヶーブル(市販品） 





CATV の場合 （3) :ケーブルモデム（ルーター内蔵タイプ）との接続 

(LAN 接続端子に空きびある場合） 



CATV の場合 （1) :ケーブルモデム（ルーター非内蔵タイプ）との接続 


テレビを設置ずる 
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[ LAN インターフエースと接続する 


FTTH の場合： ONU またはメディアコンパ‘一夕一(ルーター非内蔵タイプ）との接続 


ONU 


パソコン 


ブ □ー ドバンド ルーター 


J 口 


1 (^ 






) ネットワーク端子 
( LAN 接続端子)へ 


>光ファイバー 


1 LAN 端子へ 


ストレートタイプ 
LAN ケーブル(市販品） 




•電話用のモジュラーケーブルは、 LAN 端テの接続には使用でさません。無理に挿入すると故障の原因となります。 


•姐时 a 

• ADSL モデムやケーブルモデムとブ□ー ドバンドルーターや八ブの接続については、それぞれの機器の取扱説明書をご覧く 
ださい。 

•双方向データサービスをご利用になるとをは、電話回線の接続屋司ち行なってください。 

地上•日 S デジタル放送では、インターネット網への接続により、さらにを様な双ち向データサービスを利巧ずることびできます。 

•本機はプ□ク シサ ー J (一の設定には対応していません。 

•本機は DNS サーバーには対応していません。 

•本機でインターネット網に接続するには、回線業者やインターネットサービスプロバイダーとの契約びお要です。未契約の場 
合は、回線業者やプ□バイダーと契約してください。 

•回線業者やインターネットサービスプ□バイダーとの契約によっては、本機やノ f ソコンなどの端末を複数台接続でをない場合 
や、追加料金び必要な場合びあります。 

•本機は、アナ□グモデムおよび ISDN によるダイヤルアップ接続には対応しておりません。 

•本機は、1 OBASE-T/ 1 OOBASE-TX 規格に準拠した LAN インターフエースを装備しておりますので、この規格に準拠した 
LAN ケーブルを使用してください。 

• ADSL モデムやスプ U ッター、ケーブルモデム、ブロードバンドルーター、八ブ、ケーブルなどは、回線業者やインターネッ 
トサービスプロバイダーとの契約をご確認の上、指定された製品を使って、接続や設定を行って<ださい。 

• ADSL モデムやケーブルモデムについてご不明な点は、ご利用の ADSL 回線業者や CATV 事業者またはインターネットサー 
ビスプ□バイダーにお問い合わせください。 

•ブロードバンドルーターに固定 IP で接続されている場合は、侶 P 設定についてで rip アドレス取得」を「手動」に選択し、 
必要な項目を設定して < ださい。 

•ブロー ドバンドルーターによっては、パソコンによる設定び必要な場合びあります。このよラなルーターを使用する場合は、 
パソコンを接続して設定を行ってください。 

•本機では、アナ□グモデムによるインターネット接続を前提とするデータ放送サービスはご利用でをません。 

•本機では、一般のインターネットの Web サイトを見ることびでをません。 

- 


〔メモ) 

ADSL (Asymmetric Digital Subscriber Line ) について 

従来の電話用メタ u ックケーブル上で実現される高速デジタル伝送ち式の一つです。すでに一般家庭に広<普及している電話線 
を使って、インターネットへの高までま価な常時接続環境を提供する技術であり、現在、インターネット常時接続の主流となり 
つつ友0ます。 

FTTH (Fiber To The Home ) について 

光ファイバーを家庭まで直接引を込み、超高速'広帯域の通信環境を提供するサービスのことです。2001年から NTT ま日本- 
西日本び光ファイバーによる常時接続ヴービスの B フレッツを開始しています。 CATV や ADSL を超える高速通信び可能です。 

ONU(Optical Network Unit ) と メディアコンパー ターについて 

光ファイバー加入者通信網における、バソコンなどの端モ機器をネットワークに接続ずるための装置で、加入者ちに設置されまず。 
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しが手持ちの機器と接続する 


接続時のごま 意 

♦他の機器と組み合わせてご使用になるとさにはそれぞれの取扱説明書をよくお読みください。 

♦接続の際は各機器の電源を切ってから行ってください。電源を入れた状態で接続ずると、大きな音び出たり故障 
の原因となることびありまず。 

♦他の機器との接続時、入出力端テをまちびえて接続ずると、故障の原因になりまずのでごミ主意<ださい。 

♦接続する他の機器、接続コードおよびアンテナ線び、テレビの画面または画面の後面に配置されまずと、映像び 
ゆれたり妨害を受ける恐れびありまず。接続機器、接続コードおよびアンテナ線は上記の配置を避けてください。 
特にアンテナ線は、フェライトコアをご使用いただき他の接続ケーブルからをはなずよラに配置してください。 


接続でさる機器 

(下記か5入力端子数に合わせて、 
お選びください。） 


□ rrm 


CATV ホームターミナル gT] 



ビデオ /DVD レコーダーなど 


闡 


□ 口 





デジタル機器 gri 



ゲーム機巧ち] 


[n 内の数字は、 
参照ページでず。 


パソコン [39] 



オーディオ機器 [1 ラ] 


田 




000 

ごご〇 〇 


]〇 /〇〇〇。 


]]IQ 




DVD プレーヤー 巧司 


システムアップに必要な接続コード（別売り） 


これらと同等のコードび相手側の機器に付属している場合 
には、新しく購入される必要はありません。 


♦映像.音声信号入出力接続コード VS -120 G ( コード長 2 m ) 




主に Hi - Fi ビデオの映像-音声入出力端子との接続に使用します。 

•映像-音声信号入出力接続コード VS -315 G ( コード長1 .5 m ) 




主にモノラルビデオの映像-音声入出力端子との接続に使用します。 

•映像信号入出力接続コード VS -220 G (コード長 2 m ) 


主にビデオの映像入出力端子との接続に使巧しまず。 

♦ RGB 接続コード （ 一般市販品） 




PC 入力端子とノてソコンの接続に使用します。 


€1 


参音青信号入出力接続コード AR -1 1 5 G ( コード長1.已 m ) 


咱 1111111 D-^ 




主に Hi - Fi ビデオの音声入出力端子との接続、ステレオ装置との接続に使用します。 

♦ D 端子ピンケープル TP - CDPO 1 ( コード長1 .5 m ) 


E Ok 



DVD プレーヤーのコンポーネントビデオ出力との接続に使用しまず。 

ID 端モケープル TP - CDD 02( コード長1 .5 m ) 


i OK 


-■10 J 


D 端子対応機器や将来実用化予定のデジタル機器との接続に使用します。 
詳しくは、接続機器の取扱説明書をご覧<ださい。 


テレビを設置ずる 
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コンポーネント 
ビデオ出力端デ 
のある場合 





□端子 

ピンケープル 



S 映像出力端子付のビデオをご使用のときは、 S 映像コードで接続されることをおすすめします C 
より良い画質でビデオを楽しめます。 

また、旧コント□-ラー機能屋司により録画予約び簡単に行えまず。 



u/v アンテナ 


アンテナ2分配器 
咐属） 



UHF/VHF 用分配器 
(別売り） 


10度 CS 巧応 
BS デジタルアンテナ 


U/V アンテナ出力 
(テレビへ） 


を 



U/V アンテナ入力 
(アンテナか 6) 




己 


1111 III 



ビデオ/ DVD レ〕ーダー / v 以 



S 映橡コード 


乂か 


至話回おけ N 日 S く 

S - IF せ上う 

i 1 

ジタル UHF 

VHF 

Q 

圓 Qi ： 

1 

1 1 

b 1 

1 



_録画された番組び ri 回 

だけ録画可能」の番組の場合、アナ □ 
グ接続によるデジタル機器へのダビン 
グは出来ません。 


参接続時はおず各機器の電源を切ってくださ 
し、。（接続コードは別売 0) 

参アンテナ線は本機とビデオ両方に接続しま 
す。受信方式などの違いによって、接続の 
しかたび異なりますので、詳しくはビデオ 
の取扱説明書をご覧 < ださい。 

•録画予約をするとをは、臣因をご覧ください。 


• 「旧コントロ- 
コン トローラ' 


-ラーと接続する」頤と、 riR 
-を設定する」医!]を行って 


<ださい。 

《 D 端子ピンケーブルは別売品 
(TP-CDP 01[1 .已 m]) をおホめください。 

マク□ヴィジョンについて 

別売り の デジタルチューナー などの 映像をビ 
デオ、 DVD レコーダーなどの 録画機器を通し 
て入力すると、著作権な護技術によって、映 
像び正しく表示されない場合びありまず。こ 
のよラな場合は、録画機器を通さずに、本機 
のビデオ入力端子に直接接続して<ださい。 


( :メモ： ） 

モニター 出力端子について 

•デジタルチャンネル固定「しない」時は、画面に映っている映像•音声を出 
力しますび、録画または予約録画時は、録画しているま組の映像'音声び出 
力されます。岡 

デジタルチャンネル固定「する」時は、デジタル放送の映像'音声び出力されます。 
•番組表、データ放送画面は出力されません。 

•コンポーネント入力は、モニター出力端子からは出力されません。 

•ゴースト化減された映像は、モニター出力端子からは出力されません。 

S 2 映像端子について 

明るさの信号と色の信号を分けて送る信号用の端子です。 S2 映像入力端子と 
映像入力端テび両方接続されている場合は、 S2 映像び優先されます。本機は 
フルモード制御信号の入った映像び、ビデオ1, 2, 3の S2 映像入力端テより 
入力されるとワイドモードは自動的にワイド画面一杯に表示されます。 

モニター 出力の 「 S 2 映像」端子について 

ビデオ1,2, 3の 「 S2 映像入力」と、デジタル放送の信号び出力されます。 


しお手持ちの機器と接続する 


重要 


—ターなどの録画機器と接続する 


ビデオ、 




惧像入力へ 


i 映像出力へ 



:部 S 2 映像映像出力へ 
:力へ出タ スな、巧 


音舌出力へ映像.音舌出力へ 


外部入力へ 
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ビデオカメラと接続する 




入力切換ボタンで「ビデオ3」を選択 
ずる 

画面に「ビデオ3」の表示び出ます。 


入力切換 


% 



2 


ビデオカメラを操作ずる 


メモ 


S 吕 映像端子に ついて 

明るさの信号と色の信号を分けて送る信号用の端子です。 
S2 映像入力端テと映像入力端子び両方に接続されている 
場合は、 S2 映像び優先されます。 


□ VD ビデオカメラ 


テレビを設置ずる 
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f メモ 0 

参ビデオの録画状態の設定については、お手持ちのビデオの取 
扱説明書をご覧<ださい。 

参モニター出力を使用して録画する場合は、録画中に入力切 D 
換え、チャンネル切り換えをしないでください。 

モニター 出力端子 について 

参コンポーネント入力時の映像と音声は、モニター出力端子か 
らは出力されません。 

参モニター出力は画面に映っている映像-音声を出力しますび、 
ワイド処理された信号は出力されません。 

♦録画または予約録画時は、録画しているま組の映像' 音声び 
出力されます。 

•3 —スト低減された映像は、モニター出力端子からは出力さ 
れません。 

•モニター出力の S2 映像出力は、デジタル放送やビデオ1, 2, 
3端子に入力した S2 映像をご覧になっているとさに出力され 
ます。 


入力切換ボタンで r ビデオ3」を選択 
する 

ビデオ1、ビデオ2入力に接続された機器を編集す 
るとをは，「ビデオ1」「ビデオ2」を選択する。 


壓 ビデォ 3 

も 


2 

1 

ビデオを外部入力に合わせる 

詳し < はビデオの取扱説明書をご覧< ださい。 

3 

ビデオを録画状態にずる 


DVD ビデオカメラ 


ビデオ 





0^0 


しが手持ちの機器と接続する 


画面を見なび!5テープ編集したいとき 
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DVD プレーヤーと接続する 







映像左り 


©©© 



つン ポー ネント 
ビデオ出力端モ 
びない場合 


入力切換ボタンで r ビデオ2」を選択ずる 

ビデオ4入力に接続したとさは「ビデオ4」にしま 
す。 


入力切換 


% 


コンポーネント 
ビデオ出力端モ 
のある場合 


:は 、 SRS Labs , Inc . ①商標です。 



2 


DVD プレーヤーを操作する 


コンポーネント 
ビデオ出力端子 
ぴない場合 


ビデオ2 


メモ J 

S 吕映像端子について 

明るさの信号と色の信号を分けて送る信号用の端テです。 
S2 映像入力端子と映像入力端子び両方に接続されている 
場合は、 S2 映像び優先されます。 

コンポーネント入力端子について 
•コンポーネント入力端子 （D4 映像）は DVD プレーヤー 
および将来実用化予定のデジタル機器のコンポーネント 
0巧像イ言号（已2已 i (4800、已2已 P (480p )、 112已 i 
(10801)、7已 OP (720P ) 信号）を接続でをます。 
112已 i (10801)、7已 OP (720P) 1言号を人力日寺は、 
映像を適切な画面サイズに自動的に切り換えます。 
•コンポーネント入力の映像と音声はモニター出力端子に 
出力されません。 

《 D 端子ピンケーブルは別売品 (TP-CDP01 [1.5m]) 
をおホめください。 




音青入力へ 



音青出力へ映像•音青出力へ 


S 映像 映像出力へ 
出力へ ( Y 、 な、な) 



テレビを設置ずる 
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•姐时 a 

•ゲームの種類'内容によつては、画面び欠ける場合びあ D ます。 
•ライフルタイプやガン（銃）タイプのコント□ーラを使巧す 
るシューティングゲームなどは、本機では使用でをないこと 
びあります。詳しくは、ゲームソフトおよびコント□ーラの 
取扱説明書をご覧<ださい。 


テレビゲーム 本体とビデオ3入力端子 
を接続する 


2 

入力切換ボタンで「ビデオ3」を選ぶ 


入力切換 

ビデオ 3 


お 



テレビまたはデジタルチヤンネルに戻すとさは、 
チヤンネルボタンを押します。 


ゲーム機を操作する 


ゲーム機と接続する 



5映像 
出力端子付 
ゲーム 機 
の 場合 


しお手持ちの機器と接続する 




S 2 映像 

入力へ 


映像. 

音声入力へ 
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ヴンプ I 」ングレートコンバーター内蔵 
または AAC ち式対応のオーディオ機器 




光デジタル音声入力へ 

II 『驾 


光ファイバーケーブル（別売 0) 

L 一 


光デジタル音声出力へ 


デジタル音声入力端子付きオーディオ機器と接続する 


本機の光デジタル音芦出力端子に、デジタル音芦入力端子付をのオーディオ機器を接続すること 
びでをます。 

また、本機は MPEG-2 AAC 方式で出力ずることもできるので、 AAC 方式対応の才ーデイオ機 
器にも接続できまず。 




參本機の光デジタル音声出力端子はフタでふさびっていまずび、ドアのよ5になっていまず。光ファ 
イバーケーブルのプラグ部を持って、そのままゆっくりと端テにまっすぐに差し込んでください。 
•本機は、放送局側の音声ヴンプ U ング周波数に対応した光デジタル音声信号を出力しま 
す。このため、接続できる機器は、ヴンプ U ングレートコンバーターを内蔵したアンプ 
や MD レコーダーなどに限定されます。 

•デジタル番組 （ AAC ) は音声切換ボタンを押してち、光デジタル音声出力の音声はをね 
0ません。 

•地上アナログ放送やビデオ入力をご覧になっているとをには、光デジタル音声は、ご利 
用になれません。 

参録画予約実行中は、光デジタル音声はご利用になれません。 


(メモ； 

AAC (Advanced Audio 
Coding ) について 

AAC とは、音声符号化の規格の 
—つです。 AAC は 、 CD (コン 
パクトディスク）並の音質デー 
夕を約1/12にまで圧縮でさま 
す。また、已チャンネル+低域 
強調チャンネルのサラウンド音 
声やを言語放送を行ラことちで 
をます。 



©©) 〇 ! Jprs? 


テレビを設置ずる 
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RG 目入力 


サプウー八- 


- A - PC 音声 
力 入力 


•泌时 a 

•サブウー J V —などの接続ち法は、その機器の取扱説明 
書をご覧ください。 

•へッドホン端テ（医国）にへッドホンを接続した場合、 
本体のスピーカーの出力はオフになりますび、サブウー 
八一の出力はオフにな D ません。 

へッドホンをご利用になる場合は、サブウー八一の設 
定匹国を「切」にしてください。 


本機で音量を調節する 

接続したサブウー J V 一の音量は、本体のスピーカー 
音量に合せて固定して<ださい。 

音量調節などは本機で行えます D 


サブウー八一を接続ずることにより、迫力ある音芦を楽しむことができまず。 

サブウー八一出力は本機により音量、音質など調節された低音を出力しまず。 


アンプ内蔵のサブウーノ \一を接続してください。 




ヴブウ ー A - 入力へ 


〇馴 0 


理 S 


しお手持ちの機器と接続する 


オーディオ機器と接続ずる 


ヴブゥ|八|出力へ 
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パソコンと接続ずる 


パソコン 


「PC」 ボタンで 「PC」 にする 

画面に 「 PC 」 のま示び出ます。 


咬 


PC 



2 


パソコンを操作する 

詳しくはノ f ソコンの取扱説明書をご覧ください。 


•泌材 a 

モニター 出力端子について 

• PC 入力画面と音声はモニター出力端子には出力されません。 

接続について 

•パソコンを接続するとをは、 RGB 接続コード（別売り）び必 
要です。 

パソコンによっては、バソコンでオプション設定されている変 
換コネクタび必要な場合びあります。 

• RGB 接続コードは、接続コードに付属されたネジなどにより、 
本機にしっかりと取り付けることをおすすめします。 

• PC ( RGB ) 入力端テは、プラグ&プレイには対応しており 
ません。接続するパソコンによっては、映像表示びでさない 
場合びあります。 

プラグ&プレイについて 

•プラグ&プレイは、パソコンと表示装置を含む周辺機器、お 
よびオペレーテイングシステムによって構成されるシステム 
です。本機は VESA DDC 1/2 B に対応しています 。 VESA 
□DC (Display Data Channel ) に巧応のバソコンに接続して 
使用すると、プラグ&プレイを実現でをます。 

接続するパソコンによっては、プラグ&プレイび動作しない場 
合びあります。 

長時間ご使用時のごま意 

•長時間連続してご覧になると、目び疲れます。時々は画面から 
離れて、目を体めてください。 

PC 入力画面表示について 

•同期信号び検出でをなかったとさは、「パソコンび接続されて 
いません」と表示されます。 

同期信号び検出でをない状態び約10砂間継続すると電源の表 
示ランプび程色になりパワーセーブモードに移行します。 
•入力信号び本機の仕様に合わないか、不ま定な状態のとをは「こ 
の信号に対応していません」と表示されます。 


音声出力へ 



テレビを設置ずる 


アナ□グ RG 巳出力へ 





PC RG 己入力へ 


PC 音声入力へ 
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し お手持ちの機器と接続する 


_巧応ずる信号について_ 

本機は、3 ] .已 kHz 〜 60kHz の水平周波数、已日 Hz 〜7已 Hz のき直周波数に対応して入力を自動判別しまず。 

推奨信号に ついて 

本機は、下記におず推奨信号についての設定びあらかじめ登録されていまず。 


No. 

信 号 

水平周波数 
(kHz) 

ドットク□ック 
周波数 (MHz) 

信号名 

解像度 

垂直周波数 (Hz) 

1 

VGA 

640 X 480 

59.94 

31 .47 

2 已 .18 

2 

VESA 

800 X 600 

已色 .2 已 

3 已 .1 色 

36.00 

3 

800 X 巨 00 

色 0.32 

37.88 

40.00 

4 

1024 X 768 

色 0.00 

48.36 

色已 .00 

已 

W-XGA 

1280 X 768 

59.87 

47.78 

79 .已〇 


•使用するビデオボードや接続ケーブルにより、正しく表示でをないことびあります。この際には必ず垂直位置、水平位置、ク□ッ 
ク、位巧を調節してください。 

•本機では、水平周波数、垂直周波数、水平同期信号極性、および垂直同期信号極性によって信号モードを区別しまず。これら全ての 
要素び同じかをわめて似ている場合には、異なる信号であってち同一の信号として扱われる場合びあ0ますのでごを意ください。 
♦信号のばらつをなどにより画面び適正に表示されない場合、自動調節やメニュー画面で調節して<ださい。 

参パソコンの解像度、色数などの設定を変更するとをは、変更後の信号び上記に適合していることをあらかじめご確認ください。 
上記な外の信号に設定すると、画面び乱れたり、「この信号に対応していません」び表示されたりします。 

上記しツがの信号に設定して正常に表示される場合、メニュー画面での調整び正常に機能しないことびあります。 

参ノートパソコンに接続して内蔵ディスプレイと同時に表示させると、パソコンによっては正甫に機能しないことびあります。 
♦信号び切り換わるとさに画面にノイズび表示されることびありますび、故障ではあ D ません。 

• 1〜4のよ5な入力信号はワイド表示となり、実際の表示より水平ち向に引をのばされて表示します。 


メモつ 

バソコ ンの表示位置について 

参パソコンの種類によって、信号お式び異なるため、パソコン映像の位置びずれる場合びあります。 「 PC 入力画面の位置などを 
お好みに調節したいとを」を参考にして位置を調節してください。田因 


PC (RGB) 入力端子のピン配列 


ピン No. 

信号 

1 

R ビデオ 

2 

G ビデオ 

3 

巨ビデオ 

4 

(接続無し） 

百 

グランド 

6 

R グランド 

7 

G グランド 

8 

巨グランド 

9 

+ 已V (DDC) 

10 

グランド 

11 

(接続無し） 

12 

SDA (DDC) 

13 

水平同期 

14 

垂直同期 

1已 

SCL (DDC) 


ミニ D - Subl 己ピンコネクター 


、⑤@③③① し 

Q \ ⑩感 

^ 〇) @ @ ⑩ / 
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デジタル機器 


1 



C 


入力切換ボタンで「ビデオ」にする 

画面に r ビデオ4」または r ビデオ引の表示び出ます。 


入力切換 


% 


ビデオ4 


2 


デジタル機器を操作する 

詳し < は接続機器の取扱説明書をご覧 < ださい。 




CATV の受信は、サービスび行われている地域のみ可能で、使用する機器ごとに CATV 会社と 
の受信契約び必要です。さ5にスクランブル放送（有料）はアダプター（ホームターミナル）び 
必要でず。詳しくは、 CATV 会社にご相談ください。 


CATV ケーブル 


CATV ホームター S ナル 



将来実用化予定のデジタル機器との接続 


将来実用化予定のデジタル放送環境に対応したデジタル機器に接続ずることびできまず。 
(ビデオ4またはビデオ已に接続してください） 



□ 口 







'( - 1 

は 、 SRS Labs , Inc . の商標です。 





詳しくは CATV ホー 
ムター5ナルの取扱説 
巧書をご覧ください。 


( T メモ J 

コンポーネント入力端子について 

•コンポーネント入力端子 （ D 4 映像）は、将来実用化予定の 
デジタル機器の D 映像信号を接続でをます。本機は D 映像信 
号® 已2已 i (4800、已2已 P (480 p )、 112已 i (10801)、 
7已 OP (720 P ) に対応してし、ます。112已 i (1 0801)、 
7已 OP (720 P ) 信号を入力時は、映像を適切な画面サイズ 
に自動的に切り換えます。 

•コンポーネント入力の映像と音声はモニター出力端子に出力さ 
れません。 

参詳しくは接続機器の取扱説明書をご覧ください。 


将来発売予定の機器との接続について 

テレビ関連機器の中には現在開発中で数年後に実用化されると思われる機器びいくつかあ D 、 システムアップび可能となります。 
使いかたなど、詳しくは各接続機器の取扱説明書をご覧ください。 


CATV ホームターミナルと接続する 


音声入力へ 


映像出力へ音声出力へ 





テレビを設置ずる 
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し お手持ちの機器と接続する 


旧コント□—ラーと接続する 



旧コント□-ラーの取り付け 


本機の旧コント□ーラー端子に付属の旧コント□ーラーを接続し、1」モコン発光部をが部機器（ビデオや DVD プレーヤーなど） 
の U モコン受信窓に向けて設置すると、が部機器の U モコン操作を本機に向かって行うことびできます。また、本機と録画機器を 
接続して、デジタル放送の録画予約を行ラことちでをます。 

デジタル放送番組の録画予約を行ラとをは、旧コントロール設定画面にしたびって録画機器とメーカーを設定してテストを 
行い、録画機器び確実に動作する位置を確認して旧コントローラーを取り付けます。 


取り付け例 

(両面テープを使用) 




•旧コント□ーラーで操作でさる外部機器は2〜3台を目まにしてありまずび、ご使巧の外部機器の U モコン受信窓に強い光び 
あたったり、旧コント□ーラーの発光部と外部機器の1」モコン受信窓の位置び離れたりしていると操作できないことびありま 
す。また、棚などの U モコン信号をさえざるちのや前面とびらの有無など AV ラックの構造によっても異なりまず。 

•旧コントローラーは、ご使用のが部機器び確実に動作することを確認してから両面テープで固定してください。 

•両面テープは貼り付ける場所のゴ5やほこりを取り除いてから貼り付けてください。 

•両面テープは棚などに貼り付けたあと、無理にはびすと板の表面を傷める場合びありますのでご注意<ださい。 
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IB - CAS 力ードを挿入する 


本機に付属の B - CAS カードは、本機の電源プラグを電源コンセントに接続しない状態で、下記 
の手順に従って挿入してください。 

B - CAS カードを挿入ずる 

カバーを取りはずし、セット正面より見てにチップが見える側にして、目- CAS カードの矢印を挿入口方向へ含わせ、 
挿入が止まるまでゆつくりと押し込む。 


にチップ 


口 


カバー 


ぶ CAS 
力ード 
挿入 □ 



下 

お 





B-CAS 

力-ド 


B - CAS 力ードについて 


本機に付属の B - CAS 力ードには1枚ごとに違うま号 （ B - CAS 力ードま号）び付与され 
ています。 B - CAS カードま号はお客様の有料放送契約内容などを管理するために使われ 
ている大切な番号です。 r (株）ビー•エス•コンデイシヨナルアクセスシステムカスタマー 
センター」 への問い合わせの際にち必要となります。 

本機に付属の B - CAS 力ードの台紙の一部びユーヴー登録用はびをになっています。台 
紙に記載の文面をよ<お読みのラえ、ユーヴー登録はびをに必要事項をご記入-押印し 
てポストに巧かんし、 B - CAS 力ードを必ず登録してください。（登録料は無料です。） 




:〇〇〇〇 0000 0000 0000 00001 

ぉ^ 



に(集積回路） 


B - CAS カード取り扱い上の留意点 

参 B - CAS 力ードを折り曲げたり、変形させないでください。 

• B - CAS カードの上に重いをのを置いた0踏みつけたりしないでください。 

• B - CAS カードに水をかけたり、めれた手でさわらないでください。 

参 B - CAS 力ードのに（集積回路）部には手をふれないでください。 

• B - CAS カードの分解加工は行わないでください。 

• B - CAS 力ードは上記手順をご覧のうえ、本機前面の B - CAS 力ード挿入口に、奥まで正しく挿入してください。 
B - CAS カードを正しく挿入しないと、有料放送や一部のデータ放送を視聴ずることびできません。 

♦ご使用中に B - CAS カードの抜を差しはしないでください。デジタル放送び視聴でをなくなる場合びあります。 

B - CAS 力ードを巧くとを 

万一、抜く必要びあるときは、 本機の電源プラグを電源コンセントから抜いたあと 、ゆっくり B - CAS 力ードを 
抜いてください。 B - CAS 力ードにはに（集積回路）び組み込まれているため、画面に B - CAS 力ードに関ずるメッ 
セージび表示されたとさじ(外は、抜さ差しをしないでください。 


•本機専用の B - CAS カードし:!がのものを挿入しないでください。故障や破損の原因となります。 

参裏向をや逆ち向から挿入しないでください。巧入ち向を間違5と B - CAS カードは機能しません。 

• WOWOW , スターチャンネルなどの有料サービスを受けるには、 B - CAS カードの登録のほかに個別の受信契約び必要になり 
ます。詳しくはそれぞれの有料放送を行5放送局のカスタマーセンターにお問い合わせください。 


テレビを設置ずる 


43 



















































し 電源プラグの接続について 



♦ 2 つ巧タイプコンセントを使巧の場合は付属の電源プラグアダプ 
ターをご使用ください。電源プラグアダプターをご使用の場合は、 
必ずアース線を接続してください。アース線の接続は、必ず電源 
プラグを電源に接続ずる前に行ってください。また、アース接続 
をはずず場合は必ず電源プラグを電源からとりはずしてから行つ 
て < ださい。 


A 警告 

指定の電源電圧でご使用 < ださい。表おされた電源 
電圧 LU 外で使用ずると、乂災•感電の原因となりまず。 


A ま意 

旅行などで長期間、本機をご使用にならないときは、 
安全のため必ず電源プラグをコンセントから抜いて 
<ださい。 


アース 線を 
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じ 居え付けについて 


輯倒防止について 


スタンドご使用時の転倒防止について 

本機は奥行さびルさいため、大さな地震等の際には倒れる場合びありまず。必ず転倒防止をおこなってください。 


壁または巧などに固定ずる場合 


図のようにセツト後面上部に付いてい 
るフックにひもまたはクサリを通して 
<ださい。 



2 


ひもまたはクサリ、および取付具につ 
いては市販品をご利用いただを、確実 
にち持でをる壁や柱などをお選びにな 
り、しっかりと固定してください。 


※スイーべル動作させたとを 
に、支障にならない程度に 
ひちまたはクサ U をたるま 
せて < ださい。 



A ま意 

本機は安定したところに据え付けてください。また、転倒防止の処置を行ってください。 
本機び転倒し、けびの原因となることびありまず。 


テレビを設置ずる 
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u 居え付けについて 


据え付けるとさのごま意 


本体の設置について 

♦本体の周囲は、放熱のための空間およびスイーべル時の空間を十分に確保してください。 



本体の向さを変える 


移動するとさ 


参本機はスイーべル機能を採用していまずので、 U モコ 
ンで本体を左ちに回転ずることびでさまず。 



A ま意 


回転中に手や顔、物を近づけない。 

また、必要な上の力で急激に回転させないでください。（ス 
タンドびすべって台か b はずれてしまラ恐れびあります。） 



電源コード、アンテナ線、録画機器との接続コード 
を接続ずる際は、回転に支障のないよラに、付属の 
バインダーを使用し、図のよラにスイーべル台の後 
方で束ねて < ださい。 


設置するとを 


♦ブラウン管タイプのテレビをスピーカー部に近づける 
と、ブラウン管テレビに色むらや画面揺れび発生ずる 
ことびありまずので離して使用してください。 



持ち運びしてください。 

♦持ち運びは、製品上側と製品下側の両端部を持って製 
品を保持してください。 



パイン ダー 
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据え付けるときのごま意 （ つづき） 


A ま意 

本機の据え付けには性能および安全性を維持ずるために必ず付属のスタンドや専用のオプション ユニッ トをご使用 
ください。付属のスタンドを取りはずし、別の取り付け強度び不足ずる部材を使用ずると、転倒したり落下して乂 
災•感電-けびの原因とな0まず。 


A ま意 

通風孔をふさびないよラに据え付けてください。 

通風孔をふさぐと熱びこもり、故障や火災の原因となることびありまず。 


♦ ラック、箱のよラな狭いところに入れないでください。 

♦周囲の壁などから] Ocm じ(上離してください(モニターを壁掛け設置ずる場合は除く）。但し、上部につさましては、 
30 cm じ(上離してください。 


么注意 

電源プラグをすぐに抜くことびできるように本機を据え付けてください。 


本機び異常や故障となったとさ、電源プラグをコンセントに差し込んだままにしておくと火災-感電の原因となるこ 
とびありまず。 


A 注意 

別売の専用壁掛ユニットを使用して壁に取り付ける場合は、を険でずから個人での取り付けは避け、販売店にお問 
い合わせの上、指定の取り付け工事業者に依頼して<ださい。 


♦壁掛けでご使用になる場合は、必ず本体とスタンド間の専用接続ケーブルを外してご使用ください。 


テレビを設置ずる 
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u 居え付けについて 


メモ 


本体とスタンドの接続について 

♦本体からスタンドを取り外ず場合は、 
必ず専用ケーブルを本体後面の専用ス 
タンド接続端テから外してください。 



♦再度スタンドを取り付ける場合は、専 
用接続ケーブルを本体後面の専用スタ 
ンド接続端テに挿入してください。 
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